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者 同志 が 、 実 は、 ほ とん ど 同 じ問題 を 考え て い るの だ と気 が つ いた時 、 それ だ け で一 つ の前 進 にな る。

そ ん な心 で この サ ー キ ュラ ーを編 集 して きた我 々が 、今 この機 会 に正 月 の ホ ッとす る時 空 の あ い ま も含

ほ 　

めて 、 ひ と月ほ どの間 、低温 とい う窓 の 向 こうの 景色 に ゆめ を描 いてみ よ うと思 うので す。 他 の集

団 とは 違 った見方 が 自然 に で きて い るか も知 れ な い と思 うの で あ る。

夢 に は 、正 夢か ら夢 の また夢 まで あ る。

「○○ 年 後 の … …… 」 とい うの は 、各 人 勝手 に設 定 すれ ば よい 。何 が ど うな るか根 拠 は全 く無 くて よ

い。根拠 が あ るな ら夢 では な い 。

例え ば、 私 は50年 以 内に液 体 窒 素温 度 に お ける超 伝 導 が あ って 、He以 外 の 超流 動 が 見 つか って い る だ

ろ う、 と書 くだろ う。 これ は、100年 後 に もそ ん な もの はな い だ ろ う、 と書 くの とは違 うので あ る 。我

我 の 集団 では どん な分 布 に な るだ ろ うか 。我 々は どれ 位 オ プ チ ミステ ィックで、 どれ 位 ペ ス ミステ ィ ッ

クで あ るか 。

又 、 こん な設 問 もあ る と思 う。 「我 々 は現 在 も うほ とん ど低温 の底 にい るの だ ろ うか 。」 とい う のは

核磁 気 モ ーメ ン ト間 の 相互 作用 よ り微弱 な エ ン トロ ピー源 を()我 々 は持 って い ない 。 カ ッコ

の所 に(現 在 の と ころ)と 言 って話 を す る人 々が ある が 、それ では現 状 の 記述 に過 ぎな い 。(今 後 と も)

と入 れ るな らconjectureで あ る。私 は何年 後 に は、 とは 言 えな いが 、 いずれ この壁 に は孔 が あけ ら

れ て 、 よ り低 温 に進 む だ ろ う、 と書 く。我 々の 分布 は どの 辺 に あ るだ ろ うか 。

と ころ で、 何 もそん な に低温 へ 低 温へ と降 りて いか な くて も、 現在 の 最 低温 度:ミ リ度 、 マイ ク ロ度

の領域 で、 まだ まだ全 く新 しい 物性 を 自然 は用 意 して くれ るの では な いだ ろ うか 。

私 は、 ま、 当 分 こ こ(ミ リ度、 マイ クロ度 の領 域)で 飯 の 食え る ことは確 か で あ る、 と書 く。お そ ら

くこ こでか な りの 数 の提 案が あ るの は健康 だ と思 う。っ い でに 言 えば 、 今 こそ常 温 を見 直 そ うとい う具

体的 な企 画 の提 示 が 一つや二 つ はあ って よい 。一 つ も なけれ ば我 々は 低温 病 の集 団 だ とい うそ し りを免

れ ない 。

最後 に 、激 文 らし く一 言 。我 々の 間か ら夢 が浮か び上 が らな けれ ば、 日本の低 温 は お先 真 っ暗 で あ る。

夢in低 温

夢 と う つ つ の 間 で

基礎工学部 天 谷 喜 一

低 温 の 研究 を は じめ た ばか りの 学 生の 頃 、 「on族 が いな くな って何か 面 白 い事が ある のか 」 と聞か

れ て返 答 に窮 した事 が あ る。 以来 悩 み 続 けて現 在 に至 って い る。 今 、低 温 の将来 の夢 を語れ との 事 で あ

る。 いさ さか キ ッイ御註 文 な の で、夢 は 夢 多 き方 々に おまか せ して 、 ここで は と りあ えず 面 白そ うな話

題 を身 近か な所 で2～3ひ ろ って、夢 と現 実 のバ ラ ンスを と る事 とす る 。
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さて、 低温 とい えば超 流 動 、超 伝 導 であ る。 前者 につ いて は 「新 しいBose凝 縮 相」%も ふれ たが 、
　

水素 原 子(偏 極H)や 水素 分 子H2の 超 流動 性 の追 求 が 何 とい りて もchallengingな テ ーマで あ る。

いず れ も実現迄 あ と一息 の 所迄 迫 って、 カベに 当 ってい る状 況 で ある 。一 工夫 次 第 とい う感 が強 い。
　

例 え ばHの 濃 縮 は メ カニ カ ルな 圧 縮な ら誰 で も思 いつ く事 で 、筆 者 な らパ ル ス磁 場 で しめ あげ て一気

に勝 負 と出た い 。超流 動を 見 る とい う程 の 派 手 さは無 くて も、He,H2,D2等 の軽 い原 子 、分子 を 対

象 とした低 次元 量 子流 体 の 研究 が始 動 して い る事 は確 か で あ る。一 次元 的 ゼ オライ ト中(北 大 渡辺 研 、

阪大 長 谷 田覆D、或 い は 層状物 質 中 のHe,H2等 の研 究 が それ で あ る 。 二 次元 自 由空 間 中 の磁気 流体 な

ん ての も悪 くな い とひそ か にね ら って い る。 「超伝 導 」は 門外 漢 であ るが 、最 近 の人 工 格子 の成 果(京

大化 研)は 、 当然 、新 しい 超伝 導物 質 一あわ よ くばHighTcSuper一 へ の接近 を 予 感 させ る。

む しろ逆 に 、 目的 に合 わ せて 自然 界 に ない 試料 を つ くる不 自然 科学 の 到来(新 庄 氏)と み た:てる位 の

積極 性 が必 要 で、唯 在 る物 を冷 や す、測 ると いう 日常性 か ら時 に脱 皮す る 事 も考え て み た い。 ここで も

低 次 元 の超伝 導 や磁 性 体 、或 いは 非平衡 系 の研 究が 始 ま って い る様 で 、低温 とも深 くか かわ って 来 るで

あろ う。意 に反 して 夢見 が ち とな った 。 ここで 少 し話 を現実 に 戻 す 。 「超低 温 」 で今我 々が悪 戦 して い

るのが 、実験 室 系一 段 核 断燃 消磁 の試 み であ る(長 谷 田研 、出 ロら)。 詳 細 は 固体 物 理 「超 低 温 」2)に ゆ

ず るが 、原理 も実験 法 も単 純 なだ けに 、や って み る と至 難 とい うの は悪夢 を見 る 思い で あ る。 ユニ ー ク

と 自負 して い るだ けに何 とか モ ノに した い テー マの一 つ で あ る。 「磁 性 」で は、純 双 極 子相 互 作用 系 と

して の ス ピ ン秩序 が 、 相互 作用 の オ ーダ ーか ら して や は り低 温 で の 仕事 とな る。本 来 、核 スピ ン系が そ

ヨう

の 対 象 であ るが 、Ho他 二 、 三の 電子 スピ ン系 に も該 当 す る ものが あ る。 常 々、 相転 移や パ ー コ レー

シ ョンの 議論が 交 換 相 互 作用1本 や りで 行 われ て来 て い る のを 苦 々 し く思 って いた:からとい うの では な

く、 や は りAbragamも 指摘 して い る様 に 、 あい まい さの な い取 扱 い の可能 なケ ー スと して 、 もう少 し

双極 子系 が 考慮 され て しか るべ きだ と考 え てい る。 我 田 引水が 続 くが もう一 つ 。 負温 度 電子 ス ピ ン系の

秩 序 とい う、 お よそ低 温 に逆 行 す る試 み が あ る(長 谷 田研 、柄 木 ら)。 電 子 スピ ン系 で は未 だ 例が な い

と思 い込 ん で い るの だが 、 旨 くい くと核 ス ピン ・回 転系 とい う素 人 には な じみ に くい環 境か ら電 子 ス ピ

ン ・実 験室系 へ と舞台 が移 って 、少 しは扱 いや す い 対象 に な る と期待 して い る。現 在 、負磁 化 、負温 度

状 態 を 達成 して、 低温 特有 の緩 和異 常 を調 べ て い る。 同様 の 、パ ル スな らでは シ リーズ で以前 発表 した

オ リジナル ー 励 起状 態 の スピ ン秩 序 一 も、本 人が 思 った程 は 注 目を 集め て な い様 なの で 、更 に堀 り

下 げ た追 求 を行 な って 世論 を喚起 した い所 で あ る。

以上 、意 に反 して独 断 、偏 見先 行 とな りた点 は50号 記 念 とい う事 でお赦 し願 いた い 。最近 、 研究 室 で

は、T>1Kの 領域 を常温 と呼 んで い る様 だ 。蛇 口を ヒネれ ば 液体Heが 出る一 とい うのが 、 我 々 ミ

ドル の学 生 の項 の夢 で あ った。 今、 この夢 を限 りな く現 実に 近 い も の と して下 さ ってい る低 温 セ ンタ ー

関 係者 に深 く感 謝す る と共 に、 近 未来 の低温 にか け る夢 に 責任 を感 じつN筆 を お く事 とす る 。

〔1)日 本物 理 学会 誌 、39巻(1984)793.

(2)固 体 物 理 、19巻(1984)561.

(3)学 会 予 稿
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